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皆様の身近に本事業が必要

な方がいらっしゃいました

ら、まずはお近くの社会福祉

協議会までご連絡、ご相談く

ださい。 
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第１５号 
平成１６年１月２２日

社会福祉法人 新潟県社会福祉協議会 
新潟県地域福祉権利擁護センター 

 左図は地域福祉権利擁護事業の相

談受付件数を市町村別に色分けした

ものです。図１は、「サポートニュー

ス第９号」で紹介しましたが、事業

が開始された平成１１年１０月から

平成１４年５月までの状況、図２は

平成１５年１２月までの状況です。

２つの図を見比べていただくと、１

年７ヵ月が経過し、今まで相談のな

かった市町村社協が６１ヵ所から４

４ヵ所に減り、各地域で相談が入っ

てくるようになったことがわかりま

す。皆様方のご協力で本事業の周知

が進んでいくなか、本事業を必要と

している方を着実に、利用につなぐ

ことができています。 
 また色分けではわかりませんが、

基幹的社会福祉協議会では５０件を

こえる相談が入っているところがあ

り、豊栄市、吉田町、十日町市、津

南町においても１０件以上の相談を

受け付けています。詳細は次ページ

をご覧ください。 

（事業開始～平成１４年５月まで） 

（事業開始～平成１５年１２月まで） 

 

図１ 

図２ 
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 １月に生活支援員の方々に同行し、利用者を訪問し

ました。実際に、生活支援員がどのように接し、援助

をしているのか理解を深めることができました。県セ

ンター職員としても学ぶ点がたくさんありました。再

確認したことや印象に残ったことなどを報告します。

 傾聴し利用者の気持ちを丁寧に確認する 
 利用者を訪問すると利用者と生活支援員とでお話をされていました。生活支援員はまず聴

くことに徹し、本題に入る前に近況や世間話をして、利用者が話しやすい雰囲気を作ってい

るように思いました。その様子を見て、私は、支援する時間は限られているけれども、こう

いった時間を持つことの大切さを改めて認識し、何気ない会話を通して利用者のニーズを汲

み取ろうと努めているのではと感じました。 
 この利用者の場合、生活支援員が訪問する数日前に通帳から預金の払戻しがあったのです

が、利用者はそのことを忘れていました。生活支援員はゆっくりとした口調で「銀行へ行っ

てお金を下ろしましたか？」と聞いていき、利用者からなかなか言葉が出てこないときには

「誰かといっしょに行きましたか？」「ひとりで行きましたか？」と少しずつ、選択肢を出し、

答えやすいように配慮されていました。また、「お金が財布に見当たらないから不安だったん

でしょうか？」と利用者の気持ちを読み取った話し方をされたのが心に残りました。 

 本人の状況を把握し、関係者や専門員と連携する 
 生活支援員は、利用者の生活、健康状況を定期訪問の際に確認しているとのことでした。そ

して利用者宅でケアマネージャーやホームヘルパーに会ったときには、情報を得てより良い支

援ができるように心がけているとお話されました。また、利用者の変化など気になったことは

ケース記録に書いて専門員に報告し、指示を仰ぐようにしていました。そして、「利用者はこ

うすればもっと安心して暮らせるのでは？」という提案もされていました。その提案は複数あ

りましたが、その中で特に大切だと感じた点は次のことです。 
 訪問したときには、通帳は利用者が保管していたのですが、時々しまう場所を変えて、その

場所を忘れてしまったりすることがありました。通帳を社協で預かるかどうか利用者、生活支

援員、専門員で話し合い、その結果、利用者は「預かってもらった方がいいかな」と言われま

した。しかし、以前にケアマネージャーから、通帳が手元にないと利用者はとても不安になっ

てしまうと聞いていましたので、利用者と話し合い、社協で預からずしばらく様子を見ること

にしました。その代わり、生活支援員と利用者とで通帳をしまう場所を、たんすの一番上の引

出しに決めました。「もし○○さんが通帳をどこに置いたか忘れても、私がちゃんと場所を覚

えているので心配しなくていいですよ」と生活支援員は利用者が心配になる気持ちを和らげ、

利用者は素直にうなづいていました。利用者が落ち着いて生活できるようにどう支えていけば

よいかを生活支援員は関係者と考えていました。 
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 数回の訪問の中で、生活支援員の方々が真剣に取り組んでいる様子が感じられまし

た。支援計画に基づいた限られた時間の中でも、生活支援員それぞれが、利用者の立

場にたって、考え、動いている姿勢がわかりました。そのような生活支援員の真摯な

気持ちや対応を、利用者も感じ取り、本当に信頼しているのだと思われる場面があり

ました。利用者と生活支援員の関わりで、特に印象深かったことは、通帳のことなど

を気軽に相談している様子や、訪問を楽しみにしており「次はいつ来てくれるのです

か？」と言われたことでした。さらには、利用者が逆に生活支援員を気遣っている場

面も見られました。また、利用者と生活支援員のおふたりが、銀行へ出かけるのを見

送っていると、生活支援員が利用者のゆっくりとした歩調に合わせながら楽しそうに

話して行く後ろ姿が印象的でした。 
 このたび、生活支援員の方々に同行して、改めて本事業は地域で必要とされている

と実感しました。本事業が開始される以前は、関係者が善意で金銭の払戻しのお手伝

いをしていました。しかし、確固たる制度もなく、関係者といえども、他人が金銭を

扱うということで、トラブルが起きないよう不安を抱えながら援助されてきたのだと

思います。この事業で支援を行うことができるようになって、本人をはじめ、関係者

の方々も安心してそれぞれのお手伝いができるのだと再確認できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟県地域福祉権利擁護センター（新潟県社会福祉協議会内） 

〒９５０－８５７５ 新潟市上所２－２－２ 新潟ユニゾンプラザ３階 

電 話：０２５－２８１－５５８４  ＦＡＸ：０２５－２８２－５５２９ 

Ｅ－ｍａｉｌ：kenriyougo@fukushiniigata.or.jp 

     
    「くらしの豆知識」２００４年版の配布について 
 
 地域福祉権利擁護事業では、最近、消費契約のトラブルや解約等に関する相談援助

事例が多くなってきました。生活支援員が普段の援助で利用者の消費契約等をめぐる

トラブルを見つけた場合、基本的に専門員に報告し、指示を仰ぐことになっています。

これらの問題の早期発見や対応のため、消費生活、契約に関する基礎的な知識の習得

が求められていることから、このたび全国社会福祉協議会から「くらしの豆知識」２

００４年版が生活支援員に配布されることとなりました。支援にご活用くださいます

ようお願いします。 

生活支援員に同行して思ったこと。 
 


